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研究概要

　現在，スマートフォンの位置情報は，カーナビゲーションや地図などのアプリケーション，宅配の現在地表示サービスなど様々な目的で利用されている．本研究では，スマートフォンの位置情報やマーカー，チャットなどの情報をグローバルで共有し，コミュニケーションを取ることができる位置情報共有システムを試作した．Firebaseと連携したアプリケーションの機能の動作と，Firebase内のデータベースの動作を調べた．
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[bookmark: _Toc404352269][bookmark: _Toc536267956]まえがき
現在，スマートフォンのGPS機能は，地図アプリケーションや，カーナビアプリケーション，コミュニケーションツールなど様々な用途で活躍している．地図アプリケーションは，GPSに合わせて地図上に常に自分の位置や向きが表示される．目的の建物の位置に加えて，そこに到達するまでの経路を自分の位置と合わせて知りたい場合に便利である．また，自分の位置情報だけではなく，地図上で他人と位置情報を共有してコミュニケーションを取ることができる機能やアプリケーションも複数存在している．
位置情報を共有するアプリケーションや機能を利用する場合，電話番号，LINEのID，Googleアカウントなどの個人識別符号を介して共有することが考えられる．その場合，第三者がそれらの個人情報と位置情報を結びつけるのを防ぐために，公開する相手を限定する必要がある．安全ではあるが，個人識別符号を共有したくない場合は不便である．また，限定された相手との共有であるため，個人が地図上に追加した案内マーカーなどの情報を，不特定多数と共有したい場合にも向いていない．相手を限定せず，より多くの人と地図上で様々な情報を共有できれば，さらに便利となり社会的意義がある． 
本論文では，個人識別符号を必要とせず，公開された地図上で位置情報や地図上の案内マーカーなどの共有が行える，位置情報共有システムについて説明する．本論文での位置情報共有システムは，ある特定の利用者グループにのみサービスを提供するシステムである．個人識別符号や認証などでデータアクセス制限を制御することは行わない．このとき，位置情報共有システムをいかに簡単に立ち上げることができるか，そして，個々の利用者グループの要望や特性を反映したアプリケーションをいかに簡単に制作できるかが課題になる．その課題の解決を目指して，位置情報共有システムの試作に取り組んだ．このとき，リアルタイムで情報を共有できるデータベースを構築する必要がある．しかし，そのようなデータベースを一から構築しようとすると，サーバの構築も必須となり，サーバの構築後の運用やアプリケーションとの連携の複雑な設定などが負担になるという課題がある．そこで，システムを簡単に開発することに焦点を当て，データベースにMBaaSである，Google 社の提供する「Firebase」を利用した．Firebaseのデータベースが複数の利用者機器で簡単にリアルタイム共有でき，アプリケーションをいかに簡単に制作できるかの確認に取り組んだ． 

[bookmark: _Toc536267957]Firebase
　位置情報共有システムのデータベースとしてMBaaSであるFirebaseを利用した．MBaaSとはMobile Backend as a Serviceの略であり，モバイルアプリケーション開発向けにバックエンドで動く機能を提供するクラウドサービスのことである．これにより，アプリケーションを開発する際にサーバの構築をすることなく，通信を利用した機能を実装することができるという良さがある．
　FirebaseとはGoogleが提供しているMBaaSである．Firebaseの提供する主なサービスを以下に示す．

(1)  Cloud Functions
専用サーバーの管理や拡張を行うことなく，カスタムのバックエンドコードでアプリを拡張する機能(3)がある．
(2)  認証
認証の機能であるFirebase Auth では，メールやパスワード，Google や Facebook などのサードパーティのプロバイダ，既存のアカウントシステムを直接使用するなど、複数の方法によって認証を行う機能(3)がある．
(3)  ホスティング
ウェブアプリ専用に作成されたツールを使用して，静的なWebホスティングを行う機能(3)がある．
(4)  クラウドストレージ
画像，音声，動画，またはその他のユーザーが生成したコンテンツを保存できるクラウドストレージの機能(3)がある．
(5) Realtime Database
ホスティングされた NoSQL データベースを使用して，リアルタイムでユーザーと端末の間での同期を行う機能(3)がある．

　位置情報共有システムの試作にあたって，位置情報のほかに名前やIDなどの文字の情報を端末間で共有させるためにRealtime Databaseを利用した．また，写真を共有させるためにクラウドストレージを利用した．詳しくは，3章で説明する．
[bookmark: _Toc536267958]位置情報共有システム
位置情報共有システムは，iOSアプリケーションとデータベースから成る．
データベースとアプリケーションの詳細をそれぞれ分けて後述する．

[bookmark: _Toc536267959]データベース
Firebase のRealtime Databaseを利用し，JSON形式のリアルタイムデータベースを構築した．JSON形式のデータベースは，すでに，位置情報の共有以外にも，さまざまな目的で利用されており，利用例は，Twitterに投稿されたテキストや位置情報などの複数の情報の管理(1)や，地図(2)などがある．
データベースの構築手順は以下の通りである．
1. Googleアカウントを作成．
2. Firebaseにサインイン．
3. 「プロジェクトを追加」をクリックでプロジェクトを追加．
4. 「データベースを作成」をクリックでリアルタイムデータベースを作成．
5. テストモードで運用を開始．
6. 「iOSアプリにFirebaseを追加」をクリックし，Google APIを発行する．アプリのバンドルIDを入力し，「GoogleService-Info.plist」ファイルをダウンロード．
以上は，Webブラウザで操作した．
構築したリアルタイムデータベースをiOSアプリのプログラムであるプロジェクトファイルと結びつけるために，Mac上でソースコードにGoogle APIと GoogleServie-Info.plistファイルを設定した．
詳しい手順は以下の通りである．
1. Xcodeプロジェクトを作成
2. 「pod 'Firebase/Core'」のコマンドを「ターミナル」で実行し，Podfileにポッドを追加する．
3. 「pod install」でポッドをアプリのプロジェクトにインストールする．
4. プロジェクト内にGoogleServie-Info.plistを追加する．
5. プロジェクト内のUIApplicationDelegateにimport FirebaseとFirebaseApp.configure()の２つのプログラムを追加する．
以上で，Firebaseとの連携が完了する．
図1は，Webブラウザ上のデータベースの管理画面であり，データベースの構造を示している．プロジェクト名を親とし，そこから目的ごとに複数の子に派生させ，データを格納した．「Chat」はユーザがチャットに投稿した内容を格納するノードである．「Latest」は最後に更新したユーザの位置情報を格納するノードである．「GPS」は「Latest」の緯度経度を格納するノードである．「Marker」はユーザが設置したマーカーの情報を格納するノードである．「userName」はユーザのIDや名前，コメントなどの情報を格納するノードである．各ノードのさらに深い階層については，機能ごとに後述（節3.5）する．
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　　　　図1　データベースの管理画面

[bookmark: _Toc536267960]iOSアプリケーション内でのGPSの取得
ユーザの位置情報は，iOS端末に搭載されているGPSセンサーから5秒に1回の間隔で取得している．図2は，緯度・経度を取得した後，変数latitude，longitudeに代入しているコードである．
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　　　　　　図2　端末の位置情報を取得するコード
[bookmark: _Toc536267961]iOSアプリケーション内でのFirebaseの利用
アプリケーションとサーバの通信処理の実装は，図3，図4のようなコードで行っている．図3はFirebaseから情報をダウンロードするコードである．
pick_jsonという変数にダウンロードしたJSONデータを代入している．図4はFirebaseに情報をアップロードするコードである．「lastnode」はデータベースのパスを示す.updateChildValues()の中にアップロードする情報である，JSONの配列を指定している．コードの詳細は付録に示している．
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　　　　　　図3　データベースからの情報をダウンロードするコード
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　　　　　　図4　データベースに情報をアップロードするコード

[bookmark: _Toc536267962]アプリケーションの基本機能
位置情報共有システムをiOSアプリケーションとして試作した．アプリケーションで扱う情報は，データベースを介して他の端末と共有される．
[bookmark: _Toc536267963]ユーザ
　次の機能を実現するにあたって，データベースの「Latest」と「userName」のノードを用いている．
· 自分自身の位置をマーカーと青い円で地図上に表示する機能．
· 他のユーザが最後に更新した位置をマーカーで地図上に表示する機能．
· マーカーの下にユーザ名を表示する機能．
· マーカーをタップすると編集可能な名前・コメントを表示する機能．

図5は「Latest」ノードの構造を示している．ユーザごとにノードを追加しており，その中に，緯度・経度，タイムスタンプなどの情報が格納されている．ここから，各端末が位置情報をダウンロード・アップロードし，地図上のユーザを示すマーカーに反映する．
図6は「userName」ノードの構造を示している．ユーザごとにノードを追加しており，その中に，ユーザの名前やコメントの情報が格納されている．端末がこのユーザの名前をデータベースからダウンロードし，地図上のユーザの位置を示すマーカーの下に表示する名前に反映する．
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　　　　図5　Latestの構造　　　　　　　　　図6　userNameの構造

[bookmark: _Toc536267964]マーカー
次の機能を実現するにあたって，データベースに「Marker」ノードを用いている．画像ファイルはJSON形式に変換せずに，Firebaseのクラウドストレージで管理している．
· タップした場所にマーカーを設置する機能．
· 設置したマーカーをタップすると編集可能な名前・紹介文・写真を表示する機能．
· マーカーに追加された写真を保存する機能．
· 削除する機能．

図7は「Marker」ノードの構造を示している．設置されたマーカーごとにノードを追加しており，各ノードには，マーカーの色をRGBで表した「color」や，掲載している画像名を表す「image_name」のほかに緯度・経度や名前，コメントなどの情報を格納している．ここから，各端末が情報をダウンロード・アップロードし，地図上のマーカーに反映する．
図8は， Webブラウザでクラウドストレージにアクセスしている画面である．マーカーに掲載する画像を蓄積・管理する．画像ファイル名が重複すると上書きされてしまうため，ファイル名は，マーカーのIDとした．マーカーのIDはマーカーを作成するときに自動的に付与され，他と重複することはない．
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図7　Markerの構造
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　　　　　　図8　Webブラウザで管理するStorageの画面

[bookmark: _Toc536267965]チャット
次の機能を実現するにあたって，データベースの「Chat」ノードを使用している．画像ファイルはクラウドストレージで管理している．
· グローバルなチャットルームにテキスト・写真を投稿する機能．
· チャット内の投稿された写真を保存する機能．

図9は「Chat」ノードの構造を示している．チャットに投稿されたメッセージごとにノードを追加している．その中で，投稿した画像名である「image_URL」やメッセージの内容である「message」，投稿したユーザのIDやタイムスタンプなどの情報を格納している．
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図9　Chatの構造

　これらの機能を実装したソースコードは付録の枠の部分に示した．

[bookmark: _Toc536267966]評価実験
[bookmark: _Toc536267967]基本機能の実験概要
実験は2台のiOS端末で行った．それぞれの端末で地図アプリを操作し，節3.4で説明した機能が動作するかを，アプリケーションを実行している端末とデータベースを表示しているWebブラウザの画面を通して確認した．
データベースをテストモードで運用しており，公開している状態になっている．そのため，実験では，アプリケーション内のユーザ名やコメント，チャット・マーカーのテキストや写真にプライベートな情報は付与せず，個人を特定できるような情報を位置情報と一緒にデータベースへアップロードしないように配慮した．

・ユーザ
 ①自分自身の位置をマーカーと青い円で地図上に表示する機能．
 ②他のユーザが最後に更新した位置をマーカーで地図上に表示する機能．
 ③マーカーの下にユーザ名を表示する機能．
 ④マーカーをタップすると編集可能な名前・コメントを表示する機能．
・チャット
 ⑤グローバルなチャットルームにテキストを投稿・表示する機能．
 ⑥グローバルなチャットルームに写真を投稿・表示する機能．
・マーカー
 ⑦タップした場所にマーカーを設置する機能．
 ⑧設置したマーカーをタップすると編集可能な名前・紹介文・写真を表示する機能．
 ⑨マーカーを削除する機能．

実験の手順は以下の通りである．実験に使用した端末を端末A，端末Bとする．
(1) ホーム画面にある試作したアプリケーションのアイコンをタップし，起動する．
(2) ①から③は自動で行われるため，操作せずに確認する．
(3) 端末Aと端末Bを示すマーカーをタップして表示し，テキストを編集することで④を確認する．
(4) 画面右端を左にスワイプすることで，チャットを開く．テキスト入力後，投稿ボタンを押し，⑤を確認する．
(5) 写真選択ボタンを押し，端末内の写真を選択後，投稿ボタンを押すことで⑥を確認する．
(6) マーカー作成ボタンを押した後，地図上の任意の場所をタップすることで⑦を確認する．
(7) 作成されたマーカーをタップし，名前・紹介文・写真が表示されるか確認する．
(8) 名前・紹介文のテキストを変更した．写真選択ボタンを押し，写真選択後投稿ボタンを押し，⑧を確認する．
(9) マーカーをタップした時に表示される削除ボタンを押し，⑨を確認する．

また，データベースは各操作の度に，アプリケーションの情報が反映されているかWebブラウザの画面を通して確認する．


[bookmark: _Toc536267968]基本機能の実験結果
2つのiOS端末の画面を通して，①から⑨までの機能が正常に動作していたのを確認した．また，位置情報やテキスト，写真などのデータがデータベースに反映されているかwebブラウザ上で確認できた．
図10は節4.1の手順の(3)を行った時の2端末の画面である．節4.1に示した，①②③④の機能が正常に動作していることが確認できた．
図11は節4.1の手順の(4)と(5)を行った時の2端末の画面である．節4.1に示した，⑤⑥の機能が正常に動作していることが確認できた．
図12は地節4.1の手順の(6)を行った時の2端末の画面である．節4.1に示した，⑦の機能が正常に動作していることが確認できた．
図13は節4.1の手順の(7)を行った時の2端末の画面である． 
図14は節4.1の手順の(8)を行った時の2端末の画面である．図13，図14から節4.1に示した，⑧の機能が正常に動作していることが確認できた．
図15は節4.1の手順の(9)を行った時の2端末の画面である．節4.1に示した，⑨の機能が正常に動作していることが確認できた．
図16，17，18はFirebaseのRealtime DatabaseをWebブラウザ上で管理している画面である．各ノードにアプリケーションの機能によってアップロードされたデータが反映される様子が確認できた．
図19，20はクラウドストレージをWebブラウザ上で管理している画面である．アプリケーションの機能によってアップロードされた写真が反映される様子が確認できた．
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　　　　　端末Aの画面　　　　　　　　　　端末Bの画面
　　　図10　ユーザを示すマーカーをタップした時の画面
[image: ][image: ][image: ]









　　　　　　　端末Aの画面　　　　　　　　　　端末Bの画面
図11　チャット機能によるテキストと写真の投稿・共有
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　　　　　　端末Aの画面　　　　　　　　　　　　　端末Bの画面
　　　 図12　地図をタップして，マーカーを設置した時の画面
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　　　端末Aの画面				　　　端末Bの画面
端末Aの画面　　　　　　　　　　　　　　　　端末Bの画面
　図13　設置したマーカーをタップして，名前・テキストを表示している画面
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　　　　　端末Aの画面　　　　　　　　　　端末Bの画面
　　図14　名前・テキスト・写真が変更されたマーカーを表示している画像
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　　　　　　　　　　端末Aの画面　　　　　　　　　　　　　端末Bの画面
　　　図15　マーカーをタップすると表示される削除ボタンで削除した画面
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図16　Chatに投稿されたデータ　　　　図17　最新のユーザ情報
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　　　　　図18　Marker内のマーカー情報が更新される様子

[image: ]






　　　　　図19　Storageの画面　　　　　　図20　マーカーの画像名と一致


[bookmark: _Toc536267969]大学構内の探索，調査への応用（概要）
福山大学構内の探索，調査を2人で実施した．このとき，既存の地図にマーカーを設置し，要所の名前・写真・紹介文の情報をマーカーに掲載する作業を行った．使用した機材は，iPhone6とiPhoneXの2端末である．1つずつ端末を持ち，別々に行動し，アプリケーションの機能を使用して地図を完成させた．目的は，実際に使う場面で意図した通りに機能するのかを確認することである．

[bookmark: _Toc536267970]大学構内の探索，調査への応用（結果）
図21のように要所にマーカーを設置し，名前・紹介文・写真を掲載する
ことができた．その情報を他の端末で確認することができた．また，事前に調査区域を分けていなかったが，お互いの位置や，追加したマーカーがリアルタイムで把握できたため，探索・調査に便利だった．このようにして，実際に地図を製作する際にも意図した通りに機能し，問題なく地図を製作することができた． 

















[image: ][image: ]














　　　　　　　端末A　　　　　　　　　　　　　　　　　　端末A
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　　　　　　端末B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　端末B
　　　　　　図21　大学構内に追加した案内マーカーの画像
[bookmark: _Toc536267971]むすび
Firebaseを利用したデータベースの構築が容易であり，特に課題なくiOSアプリと連携し，位置情報共有システムである，グローバルな地図アプリケーションの製作，機能の実装ができた．チャットや位置情報の共有によるコミュニケーションと案内マーカーを使ったグローバルな地図の製作が機能的には行える．
今後の課題は，通信量を減らすために，チャットやマーカーなどで扱う画像ファイルのサイズを小さくすることである．画像ファイルをアップロードする際に，圧縮することで実現できると思われる．
また，セキュリティ面は研究していないので，データベースが安全とは言い切れない．位置情報共有システムが製作できたとはいえ，セキュリティを考慮すると世界に向けてアプリケーションをリリースするレベルには達していないので今後の課題としたい．
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[bookmark: _Toc536267972]付録
　位置情報共有システムの，地図アプリケーションのプログラムは
1. AppDelegate.swift
2. ViewController.swift
3. SideMenu.swift
の3つのファイルに分かれている．
付録では，「2．」を載せる．

1. 節4.1の機能①②③の処理を実装したソースコード
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2. 節4.1の機能④⑧の処理を実装したソースコード
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3. 節4.1の機能⑤⑥の処理を実装したソースコード
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4. 節4.1の機能⑦の処理を実装したソースコード
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5. 節4.1の機能⑨の処理を実装したソースコード
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func locationManager (_ manager: CLLocationManager, didUpdatelLocations locations: [CLLocation]) {

for location in locations {
let latitude = location. coordinate. latitude
let longitude = location. coordinate. longitude
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self.ref.child(path).observeSingleEvent(of: .value, with: {(snapshot) in
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let lastnode = self.ref.child("Latest”).child(AutoID_place. key)
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func locationManager(_ manager: ClLocationManager, didUpdatelocations locations

for location in locations {
let df = DateFormatter()
df .dateFormat =

let timestamp: String = ¢f.string(from

if location_span > 3 { //location®UF:
false && marker_selecting

if MakeMarker_ready
if chat_update_now

textsave(lat: location.coordinate.latitude, lon

Y
}
location_span = @
Jelse{

location_span += 1

}

false {

Yyyy/MW/dd HH:mm:ss.55S5"

[CLlocation]) {

location.timestamp) //% &b Eyyyy/mn/dd HHimm:ssiE > FeDEEE

EERSY &Y EsHEIEE
false {//v—H—

if location_span_chat_marker > 8 {//16¥)4EIC38E

if MakeMarker_ready
if marker_update_nou
markerUpdate()

i
if chat_update_now
ChatPartGet()

}

location_span_chat_marker
Jelse{

location_span_chat_marker

- false 8& marker_selecting

false {

false {

false {//v—H—

REDICEEFSINGLLSIC

location. coordinate. longitude, pre

REPICEEXSINGLLS

pressure, alt: altitude, tim

timestanp)
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1439 func textSave(lat: Double, lon: Double, pre: Double, alt: Double, time: String) { //jsonfiZaiICd BRI json FNERREREL THC

1420 //FirebaseDIIE

1481 JIFirebaselTF = By | T Brttttttbtttttbtt bbb bbbt bbb R R
1442 if map_ready_ON {

1443 let defaultplace = AutoID_place.child( String(6Ps_count) )

1404

1445 defaultplace.updatechildvalues([

1446 1at,

1447 lon,

1448 pre,

1449 alt,

1450 “tine": time

1451 n

1452

1453 let lastnode = self.ref.child("Latest").child(AutoID_place.key)

1454 lastnode. updatechildvalues([

1455 “latitude”: lat,

1456 “longitude": lon,

1457 “pressure”: pre,

1458 “altitude”: alt,

1450 ‘tine”: time

1450 n

1461

1462 I R b firebasel CF — Ry 1B
1463 //Firebaseh ST — REIURT Bostttttrstrititbrbbitbitbbtbbibbbb bbb bbb
1464

1465

1466 let num = self.douki

1467 let getjson = self.pickup_JSON(path: "Latest”, douki: num) //pick_upBa FOKITEE:
1468

1469 let runLoop = Runloop.current

1470 uhile keepalive[nun] &

1471 runLoop. run(mode: RunLoophode.defaultRunLoophode, before: NsDate(timeIntervalsinceNow: @.1) as Date) {
1472 /1 0. HYBOMIRED T, WAL E B

1473 }

1474

1475

1476 if getjson.string == "error” {

1477 print("Chat room nothing")

1478 return

1479 Jelse(

1450

1481 var array: [String] = [] //B—BED. — FEOHEFNT BEF]

1482 for (Key, val) in getjson.dictionaryvalue { //ID(key)%4hitiT % ISOMEAD T — FKeyEvalueTHITH
1483 array.append("\(Key)")

1484 }

1485 array.sort(by: {30 < $1} ) //Keyh'BEEIBII - THLOTRIETHIEA S
1486

1487 for node in array(

1488

1489

1490 let latitude = getjson[node]["latitude"].double

1491 let longitude = getjson[node]["longitude"].double

1492

1493 var :Bool = false

1404 var i e

1495 for i in @..<user_information.count { //9 Tlluser_informationl TfE$EL'EH 20 S0 ERET 2
1496 if user_information[].key == node {

1497 exist = true

1498 index = i

1499 }

1500 )

1501 var textvieu_text:string? = nil

1502 var name

1503 if exist == true {

1504 name = user_information[index].name

1505 textvieu_text = user_infornation[index].text

1506 Yelse(

1507 name

1508 textvieu_text = "comment”

1509 )

1510

1511

1512 if latitude == nil || longitude == nil {

1513 print("makePin error”)

1514 Yelse(

1515 if textview_text == nil {

1516 textvieu_text = "comment”

1517 }

1518 makepin(key: node, lat: latitude!, long: longitude!, color: UIColor.orange, who: "user”, title: name, text: textview_text!,upload: false, image: nil, image_name:
1519 print("nakePin")

1520 )

1521 }

1522 }

1523

1524 }

1525 GPs_count += 1

1526 userdefaults. set(GPS_count, forkey: “count")

1527
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func makePin(key: String, lat: Double, long: Double, color: UIColor, who: String, title: String, text: String,

/1 EVEDITE

var index:Int = @

pin_is = false

var index_firebase:Int = 8

for p in @ ..< pin.count(// forX TEL Thrdkey L TN —DBRIH D ew—N—H'E 5
if key == pin[p].key {
pin_is = true
index = p

let center = CLlocationCoordinate2Dake(lat, long)

let textview:UITextView? = UITextview(frame
/IFHALEAND

textview?.text = text

EEPI SR e

var fontsize: CGFloat = 15.0
textview?.font = UIFont. systemFont (ofSi:
/IFHR L OBITT A AEEDED
textview?.sizeToFit()

/EETEITT B

textview?.isEditable = true

I ERR

textview?.backgroundColor = UIColor(red

CGRect(x: @, y: 6, width: 46, height: 48))

119/255, green:

204/255, blue: 255/255, alpha: 1.8)

iF pin_is = false {// E Db e BPRRL

pin. append(MKPointAnnotation())
pin[pin.count - 1].coordinate = center
pin[pin.count - 1].key = key
//&FMKannotation| Cldmarkercolor & LY SZEHIIHEL . extension TUIColor % (RIFT B 78Dl TR 173
pin[pin.count - 1].markerColor = color
//AFMKannotation| Tldwhos L SEHIIEL . extensionTstring®E RIFY B7oeDI A7
pin[pin.count - 1].uho = who
/7ERMKAnotation| I3 image Ly
if inage != nil {
pin[pin.count - 1].image = image

e L TBML

T e L TBhL oo

HIZEL . extensionTUIImageERIFY B A/ ERE L TBML 1o

i
if inage_name {
pin[pin.count - 1].image_name = image_name

}
if title {
if who == "marker0bject”{
pin[pin.count - 1].title = "marker”
Jelse if who == "user”{
pin[pin.count - 1].title = "user”
Jelse{
pin[pin.count - 1].title = "else”
}
Jelse{
pinpin.count - 1].title = title
}
pin[pin.count - 1].textview = textview

pin[pin.count - 1].name = title
self .mapView.addAnnotation(pin[pin.count - 1])
index_firebase = pin.count - 1

if who == "marker_circle” {
Jicircle add
pinpin.count - 1].circle = MKCircle(center: center, radius: 100)
self.mapView.add(pin[pin.count - 1].circle!)
11-

--circle add

}
Yelse{// EUhBNIHEEFH
pin[index].coordinate = CLLocationCoordinate2DMake(lat, long)
pin[index].textview = textview
pin[index].name = title
pin[index].title = title
]
|
:

pin[index].markerColor = color
pin[index].who = who
if image != nil {
pin[index].inage = inage
i
if inage_name {
pin[index].image_name = image_name

upload:Bool,image: UIImage?, image name: String){ //maker%3%EY 2

(EZ: FlUtitleDbOIEOEIR)
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print("E LEEH")

i who == "marker_circle” {
//circle update(remove -> add)-
if pin[index].circle != nil {

/% makeMarker_ON == true, MakeCircle ON
MakeMarker_ON == true, MakeCircle ON
self.mapView.remove(pin[index].circle!)

false T—Bv—h—%BLIRIC
true TEBXFLIABEICIS —DEXLLLIITT 2/

}
pin[index].circle = MKCircle(center: center, radius: 168)
self.mapView.add(pin[index].circle!)

" -~circle update(remove -> add)
}
index_firebase = index
}
I/¥irevasel
if upload == true {
//who == user MIBEIIEEIC FirebaseMchild (GPS)MIH B fzsighIL 72l
if who == "markerObject” || who == "marker_circle"{

let defaultplace = self.ref.child("Marker”).child( String(key) )

let formatter: DateFormatter = DateFormatter()
formatter. calendar = Calendar(identifier: Calendar.Identifier.gregorian)
formatter.dateFornat = "yyyy/Wi/dd HH:mm:ss”

let now = Date()

let Now: String = formatter.string(from: now)

//marker_Color (UIColor) %RGBEHAL TLVB
var R:CGFloat = 8.8
var G:CGFloat = 8.6
GFloat = 8.0
var alpha:CGFloat

0.

let components =
R = components![é;
G = components![1
8 = components![2]
alpha = components![3]
let ReB:String = String("\(R)"+
if pin[index_firebase].inage_name
pin[index_firebase]. inage_name

pin[index_firebase].markerColor?. cgColor. components!
1
1

YORS
nil {

“HT\(B) "+ "4\ (alpha)”)

defaultplace. updatechildvalues([
key": pin[index_firebase].key!,

title": pin[index_firebase].title!

‘textview”: pin[index_firebase].textview?. text,
latitude”: pin[index_firebase].coordinate. latitude,
pin[index_firebase].coordinate. longitude,

"longitude":
"color”: RGB,

who": pin[index_firebase].uho,
ine”: Now.
image_name”: pin[index_firebase].inage_name

-firevaselZ
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1850 | func mapView(_ mapView: MKMapView, didSelect view: MKAnnotationView) {

1860 print("func mapview(_ mapview: MKMapview, didselect view: MKAnnotationView) { Did Select!!!!11")
1861 if view.annotation is MKUserLocation {

1862 return

1863 }

1864

1865 if marker_selecting == true { //7—A—EBRPICESICMO7—H—EBRL IA8E| CdidDese lect HFIF NI D £ #FAC,
1866 return

1867 }

1868

1869 putAnnotationkey(sender: (view.annotation?.key)!) //RU TV BpinDkey %L TH<

1870

1871 var inage_height: CGFloat = .0

1872 let InageView = UIImageview()

1873

1874 if view.annotation?.image != nil{ //imageB§H % 5% SId

1875 inage_height = mapView.frame.size.height / 3

1876 InageView.image = view.annotation?.image

1877 InageView.tag = 3

1878 Yelse{ //TESERENAON S v (ER) ER/E

1879 inage_height = mapView.frame.size.height / 9

1880 let image_buf = UIInage(named: "enter.png")!

1881 InageView.image = inage_buf

1882 Inageview.alpha = 0.6

1883 Inageview.tag = -3

1884 }

1885 11 A TEEE

1886 let width: CGFloat = mapView.frame.size.width * 4 / 16

1887 Inageview. frame.size.uidth = width

1888 Inageview. frame.size.height = image_height

1889 /1 WEEE

1890 Inagevieu. frame.origin.x = 0

1801 Inagevieu. frame.origin.y = 0

1892

1893 // UllmageView #34 w FTEBHL 31T~ A

1804 Inageview. isUserInteractionEnabled = true

1895 118y FUIBEOT ) 7 — b E/E

1896 Inageview. addGestureRecognizer (UITapGestureRecognizer(target: self, action: #selector(self.onClickInagevie(sender:))))
1807

1808

1899 view.annotation?.hukidasi = UIView(frame: CGRect(x: @, y: -image_height + 5, width: mapView.frame.size.uidth * 4 / 16, height: mapView.frame.size.height / 2 ))
1000 view.annotation?.hukidasi?.backgroundColor = UIColor(red: 119/255, green: 284/255, blue: 255/255, alpha: 6.5)//UIColor.uhite
1001

1002 let textField:UITextField? = UITextField(frame: CGRect(x: O, y: image_height + 5, width: mapView.frame.size.width * 4 / 10, height: mapView.frame.size.height / 2 ))
1003

1904 LR RS

1985 let fontsize: CGFloat = 15.0

1086 textField?.font = UIFont.systemFont(ofSize: fontsize)

1907 /AREDTTT B

1008 textField?.isEnabled = true

1909 /1 ERE

19010 //textField?.backgroundColor = UIColor(red: 119/255, green: 204/255, blue: 255/255, alpha: @.5)
1011 textField?. backgroundColor = UIColor.uhite

1012 if view.annotation?.name == nil {

1013 textField?.text = " name

1014 Jelse(

1015 if (view.annotation?.name)!.prefix(1) "y

1016 textField?. text + (view.annotation?.name)!

1017 Jelse(

1018 textField?.text = (view.annotation?.name)!

1010 }

1020 }

1021 IIFER L ORITTA AEEDES

1922 textField?. sizeToFit()

1023 textField?.frame.size.width = mapView.frame.size.width * 4 / 16

1024 textField?.tag = @

1925 textField?.delegate = self

1926

1027 let textview:UITextView? = UITextView(frame: CGRect(x: @, y: image_height + 5 + (textField?.frame.size.height)! + 5, width: mapView.frame.size.width * 4 / 16, height: mapView.frame.size.height / 2 ))
1928 NITHALEAND

1929 if view.annotation?.textview == nil {// 7./ F—i 3 vEa—|ltextview#iBE

1030 textvieu?.text = "view?.annotation?.textview == nil”

1031 Jelse(

1932 textview?.text = view.annotation?.textview?.text!

1033 }

1934 LR S

1035 textview?.font = UIFont.systemFont(ofsize: fontsize)

1936 IIFER L ORITTA AEEDED

1037 textview?.sizeToFit()

1038 textview?.frame.size.uidth = mapView.frame.size.width * 4 / 10

1939 //AREDTTT B

1000 textview?.isEditable = true

19041 /1 ERE

1042 //textview? .backgroundColor = UIColor(red: 119/255, green: 204/255, blue: 255/255, alpha: 6.5)
1043 textview?.backgroundColor = UIColor.uhite

1004 textvieu?.tag = 1

1085 textview?.delegate = self
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view.annotation? . hukidasi?.addSubview(Inageview)
view.annotation?. hukidasi?. addsubview(textField!)
view.annotation? . hukidasi?.addsubview(textvieu!)
view.annotation? . hukidasi?.sizeToFit()

view.annotation?.hukidasi?.frame.size.width = CGFloat(mapView.frame.size.width * 4 / 10)
view.annotation?
view.annotation
view.annotation

hukidasi?.frame.origin.x = -(view.annotation
hukidasi?.frame.origin.y = -((view.annotation

-hukidasi?.frame.uidth)! / 2 + 10
-hukidasi?.frame.height)! + 36 ) //koko

let coordinate = CLLocationCoordinate2d(latitude: (view.annotation?.coordinate.latitude)!,longitude: (view.annotation?.coordinate.longitude)!)
var point:CGPoint = mapView.convert(coordinate, toPointTo: mapView)
point.x -= CGFloat(mapView.frame.size.width * 2 / 10)
var sa:CGFloat = 0.6
if view.annotation?.who != nil {
if view.annotation?.uho! == "user"{
sa = CGFloat( (textField.frame.size.height)! + 5.0 + (textview?.frame.size.height)! + image_height + 5.0)

point.y -= sa
Jelse{
sa = CGFloat(60 + CGFloat( (textField?.frame.size.height)! + 5.0 + (textview?.frame.size.height)! + image height + 5.6))
point.y -= sa

}

view.annotation?.hukidasi?.frame.origin = point
view.annotation?.hukidasi?.tag = -99 // didchange D7 FHEVEH HERES B BEH T subviewsh SviewEHIBIL THRY 1T 7otbl CtagZERE
view.annotation?.hukidasi_and_maker_point_sa = CGPoint(x: CGFloat(-(mapView.frame.size.uidth * 2 / 16)), y: -sa)

mapView. addSubview((view. annotation? . hukidasi)!)

marker_selecting = true

hukidasi?. frame.size.height = CGFloat( (textField?.frame.size.height)! + 5.6 + (textview?.frame.size.height)! ) + image height + 5.0
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func chatupdate(mode: String){
if chat_update_now == true {
return

}

chat_update_nou = true

let nun = self.douki
let getjson2 = self.pickup_JSON(path: “Chat/roomd”, douki: num) //pick_upRB#il3 TMHICiTE

let runloop = RunLoop.current
uhile keepAlive[nun] &&
runLoop. run(mode: RunLoopHode.defaultRunLoophiode, before: NSDate(timeIntervalSinceNow: 6.1) as Date) {
/7 . WEBOMIBIOT, MBHEF S

if getjson2.string == "error” {
print("Chat room nothing")
chat_update_nou = false
return

Jelse{

var array: [string] = [] //B—BBED. — FEOAEFNY 2E5

for (Key, val) in getjson2.dictionaryValue { //I0(key) &t T & ISOMEHDF — HKey&Value THITH
array.append("\(Key)")

}

array.sort(by: {38 < $1} ) //Keyh'S¥EIBIZ7 - THLO TRIETI

UEAD

if mode “part” { //—HEITORHIIBRICH B A v - VITEL
if self.sideview.textview_count + self.sideview.imageview count != @ { // BELIZBHTF vy b X v - VHBHBE, RESNTLBRITEC
if self.sideview.textvieu_count + self.sideView.imageview_count == array.count(
print("Chat Same -> return”)

chat_update_now = false
return

i

/ /BESIMOIETE L 1B EHFRT B

print("self.sidevieu. textvie,
print("self.sidevieu. inagevieu_count:
print("textview_count + imageview_count
print("array.count:",array. count)

count.

self.sideView. textview_count)
,self.sideview. inageview_count)
",self.sideView. textview_count + self.sideView.imageview_count)

if self.sideView.textview_count + self.sideView.imageview_count > array.count{
print("array.count < chat.count ---> return”)
chat_update_now = false
return

Y

array. removesubrange(e. .<self.sideView. textview_count + self.sideView.imagevieu_count)

for node in array{
chat_update_now = true

DrNT("GEtISON2H++++tttttttttt bbbt tbtbtttbtbitittsss”)

if getjson2.string 1= “error” {
let name - getjson2[node]["userID"].string
let text - getjson2[node]["message"].string
let time - getjson2[node]["time"].string
let image URL = getjson2[node]["

/lvar image_size:CGFloat = 50

var Inage:UIInage!

print("

print("

mage_URL"].string

inage_URL", inage_URL)

if image URL != nil { //imege URLESBHHA. messageTI3%< inage iy b
print("2- )
//1mage
if name == nil || text == nil || time
print("Chat all get error”)
if node == array[array.count - 1] { //BEDForlr 5 11BE
self.chat_update_now = false

nil {

Jelse{

print("Chat all of one get!!

var which: String = "left”

if name! == self.AutoID_place.key {
uhich = "right”

1

//firebaseStorage SEEE SV O— FL T, ImagelIftA
let imageRef = self.ref_sto.child(image_URL!)
print("chat all of one get!122222")

self. inageView. append (UIInageView())
let index = self.imageview.count - 1

/1A ZEEE

self. inageView[ index]?.frame.size.width = UIScreen.main.bounds.height / 2
self. inageView[ index]?.frame.size.height = UIScreen.main.bounds.height / 2





image43.png
print(“Chat all of one get!!33333")
//print("inageRef: ", inageRef)

self .keepAlive_download.append(true)
let num:Int = self.keepAlive_dounload.count - 1

//firebase Storage SEREH D VO-FT S
JIZDRTF 4y bADAL 2= VDBIGIT> TB

let downloadTask = self.downloadimage(index: num, imageref: imageRef, name: name!, time: time!, which: which)

print("444444444444444444444444" )
let runloop2 = Runloop.current
uhile self.keepAlive_download[num] &

runLoop2.run(mode: RunLooptode.defaultRunLoophode, before: NSDate(timeIntervalSinceNow

/7 e WBOMITIOT, MIBHIEF ST
}

self .keepAlive_download[num]

true

//dounload BT NUFET
dounloadTask.observe(.success){ snapshot -> Void in
print("count: *,self.doun_count)
let count = self.down_count
print("self. inageview? . inage”, self. inagevieu[ count]?. inage)
if self.imageView[count]?.image != nil { // downloadL F-EHENNi1U v7atr- 1B
Inage = self.imageView[count]?.inage
self.sideview.chatset(name: name!, time: time!, image: Image!, Which: which)

Jelse{// dounloadl B ilrE » T8
//dounloadh" BT NIFH &b L HIERICEXRATHITT 2
print("5555555555555555555555555")
if Inage == nil{
let gazou = UlTmage(named: "failed.png”)!
Inage = gazou

Y

self.sideview.chatSet(name: name!, time: time!, image: Image!, Which: which)
i
if node array[array.count - 1] { //REDForXIi- 1388

self.chat_update_now = false
}

sel..down_count

}

//dounloadh" BT NIFH &b L HAERICEXRATHITT 2

dounloadTask.observe(.failure){ snapshot -> Void in
17 TBEEIETE £LATLIZ] OBISITESFRAS
print("sippaiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiie)

let Image = UlTmage(named:"failed.png”)!

self.sideview.chatSet(name: name!, time: time!, image: Image, Which:

if node == array[array.count - 1] { //BEDForXr 5 11BE
self.chat_update_now = false

}

sel..down_count

Jelse(//inage URLDYELBS (textnessageDiBS) inage TI37 message i b
if node - array[array.count - 1] { //REDFrfE - BE
chat_update_now = false

DispatchQueue. main. asyncAfter(deadline: .now() + 8.2) {

if name == nil || text == nil || time == nil {
print("Chat all get error”)

Jelse{
print("Chat all of one get
var which: String = "left”
if name! == self.AutoID_place.key {

which = "right”

Y
self.sideview.chatSet(name: name!, time: time!, Text: text!, Which: which)
self.chat_update_now = false

}
else(
DispatchQueue. main. asyncAfter(deadline: .now() + 8.2) {
if name == nil || text == nil || time == nil {
print("Chat all get error”)
Jelse{
print("Chat all of one get
var which: String = "left
if name! == self.AutoID_place.key {
which

6.1) as Date) {
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@objc func mapViewdidTap(sender: UITapGestureRecognizer) {
var who:String
if MakeCircle_ready

true & MakeMarker_ready

true(

who = "marker_circle”
Jelse{
uho = "markerObject”

if MakeMarker_ready
if sender.state == UlGestureRecognizerstate.ended {
let tapPoint = sender.location(in: view)
let center = mapView.convert(tapPoint, toCoordinateFrom: mapView)

true {

makePin(key: Marker_ID, lat: center.latitude, long: center.longitude, color: UIColor(red: 6.4, green: 1.8, blue: 1.8, alpha:1.8), who: who,title:

. text:"comment”,upload: true, image: nil, image_name: "

)
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func removesPin(view: MKAnnotationView, mapView: MKMapView)
view.annotation?.remove_hukidasi_subview() //hukidasiliZENBsubview hukidasi#HIRL TH<

if view.annotation!.uho!

marker_circle” { //FftEv—n-0%HE. FAEARRL TH<

self .mapView. remove(view.annotation! .circle!)

let imageRef = ref_sto.child( String((view.annotation?.key)!) +

for p in 6 ..< pin.count(// forXTEIL TLiBkey L —H—DBRH D=7 —H—H% B

“marker0bject” || view.annotation!

“marker_circle” { //T—A—TTHBE 1—F—I3HBRL AL

.child( String(view.annotation!.key!) )

~firebasel SHlR

-png”)

- delete success!!!!1")

Firebase Storage DEREAPRT 2

key //HBET BRI Ckey ERTFL THL

annotation!)

}
if view.annotation! .uho!
//irebaset SHll
let defaultplace = self.ref.child
defaultplace. renovevalue()
print(string(view.annotation! .key!))
7
// Firebase storage OEIEEHFRT 2
if view.annotation?.inage != nil {
inageRef.delete { error in
if error 1= nil {
print("Uh-oh, an error occurred!”)
} else {
print("Firebase Storage image -
Y
}
1
-
let key = view.annotation?
self.mapView. removeAnnotation(vie,
if key 1= nil {
if key! == pin[p].key! {
pin.renove(at: p)
break
Y
}
}
}




